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創刊にあたって

岸田理

龍谷大学図書館報『来ぶらり』 がいよいよ発

行される運びとなった。古い歴史と伝統を持つ

図書館にかつて このようなものが存在 しなかっ

たこと自体、驚きでもあるが、 ともか く喜ば し

いF艮りで、ある。

この館報はあくまでも学生諸君向きのPR誌

であり、図書館員全体が衆知を集めてその編集

に取り組むつもり'であるが、学生諸君の側でも

良いアイデイアがあれば、 どしどしf是出ねがい

たい。文字通り龍大人全体による良き図書館報

となるために。

『来ぶらり』とは “Library"をもじ ったニック

ネームであることは言うまでもな し」 まさしく

“W elcome to our“Libraries!"の意をこめてわ

が図書館員が命名したものであり 、諸君が食欲

を満たすために生協食堂をしばしば訪れるのと

同様に、知的好奇心 を大いに満足させるために

大宮 ・深草 ・瀬田の 3館 をしば しば訪れていた

だきたいとの願いもこめた命名である。



朝シ

New Library 
Seta 
河村由紀彦

瀬田キャンパス ・メインス トリート、最初に

現れるタイル貼りの建物、それが瀬田学舎の教

育研究の中枢となる瀬田図書館なのです。

皆さんもご存じのとおり、本学には 3つの図

書館があります。モダンな洋風建築 ・アンティ

ークな大宮図書館。初期の近代的図書館建築、

現在 3館の中心である深草図書館。 そして本年

度新築開庖、琵琶湖のほとり雄大な大自然の中、

教育環境としては最高の瀬田キャンパスにひっ

そりと、いやいやどっ しりとそびえ立つ(1号棟
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がちと大きすぎるかな?)今、 とってもトレンデ

イな建物、瀬田図書館。

この図書館、他の 2つの図書館とはちょ っと

様子が違うんです。「どこが違う ってか !J それ

じゃち ょっ と違った瀬田図書館、そのトレン

ディな所をほんの少 し紹介 しまし ょう。

どこがトレンデイか?まずその建物、 とって

もシンプルな様ですが、実はとても機能的に設

計されています。従来の図書館のような暗いイ

メージとは違い、自然光を一杯取 り入れ、室内

もゆったりとしたスペースを取り、皆さんがよ

り学習しやすい環境を提供しています。一見 2

階建てのようですが、実は敷地の傾斜面 を利用

した 3階建てなのです。 B 1 Fにはテラスを設

け、学習の場だけでなく皆さんの憩いの場にな

るように工夫しているんです。すごいでし ょ。

なに「これのどこがすごいんだ。」て。 まだまだ

ありますよ、瀬田図書館のトレンディ 。

次にご紹介するのはこの図書館の 1番の目玉

商品。 それは図書館の全てのシステムが機械化

されていることです。理工学部、社会学部の図

書館としてふさわしいものとするために、図書

長官もハイテク ・ニューメディアを駆使してコンピ

ユータライゼーションを実現しています。ではそ

のシステムについて少し説明しておきましょう 。



それは図書館の入口を入るところから始まり

ます。正面入口に深草図書館でもおなじみのB

o s (ブックディテクションシステム)のゲート

がありますがよく見ると深草の物と少しばかり

違う 。 そうカードチェックによるゲートシステ

ムになっているんです。瀬田では学生 ・教員 ・

職員がRINSカードと呼ばれる IDカードを所持

し、このカードにより皆さんが龍大生であるこ

とをコンピュータが認識しゲートを聞く仕組み

になっているんです。「じゃカー ドを長年たな い

深草、大宮の学生はどうなるんだ。」御心配な

く。深草、大宮の学生については希望者に瀬田

図書館カウンターで図書館用カードを発行して

います。

瀬田図書館のどこを捜しでも図書館におなじ

みのカードケースはありません。よーく見て下

さい。 4台のコンピュータ端末がなにやら皆さ

んを待っている気配。 そう瀬田図書館では従来

のカード目録に代わり、この 4台の端末で図書

の検索を行い、瀬田にある図書の情報を得るこ

とができるんです。 この図書館のホストコンピ

ュータは国際化時代にふさわしく実は外人さん

(アメ リカはOEC社製)なんです。すこしトレ

ンデイかな。

こうして検索した図書を請求記号にしたがっ

て捜すのですが、全面開架 ・階別主題別配架方

式を採用していますので、図書館にあるすべて

の図書を手にして見ることが可能ですので簡単

に目的の図書を捜すことが出来ます。 B1 Fに

は人文科学系図書 ・学生用雑誌 ・新聞、 1Fに

は社会科学系図書 ・参考書、 2Fには自然科学

系図書・学術雑誌といったように非常に分かり

やすく配架されています。図書を借りる場合も

借りたい図書と IOカードを貸出カウンターに

提出するだけ、面倒な記入は一切ありません。

コンピュータが皆さんのピンチヒッターとして

10カードから個人の情報を、図書に貼つであ

るOCRラベルから図書の情報を取り 出 し、即

座に貸出手続きが完了します。返却時には借り

ていた図書を返却カウ ンターに手渡すだけでコ

ンピュータが返却の手続きを行ないます。 コン
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ビュータは返却すべき月日を しっかり 記憶して

いて、延滞等のチェ ックを厳格に行ない ますの

で呉々も返却が遅れないようにして下さいね。

この他にも瀬田図書館ではハイテ クを駆使 し

図書整理、予算管理等図書館業務のあ らゆる所

で機械化を行ない、 一歩進んだ図書館を目指し

ています。

最後に紹介するのは瀬田図書館で皆さんに利

用してもらえる施設です。 まずはAV室。 この

AV室、ビデオ ・カセット ・CO等色々なソフ

トを皆さ んに試聴しても らえるよ うになってい

ます。次は学習室。 ここには 3つの学習室があ

り10名程度で学習が行えるよ うになっていま す。

その他、 座りごこち満点のソファを備えである

談話室、瀬田図書館にふさわしい、かつ新 しい

(出来るだけトレンデイな)雑誌を集めた新聞雑

誌コーナ一等、皆さんに利用 していただける方包

設を取り揃えているんです。

色々と瀬田図書館についてご紹介 して きまし

たがまだまだ皆さんに知ってもらいたいこと が

たくさ んありま す。百聞は一見にしかず、瀬田

の学生は勿論、深草、大宮の皆さんも是非一度

ここ瀬田図書館に気軽に足を運んでみて下さい。

スタッフ一同皆さんのお越しをお待ちしてい

ます。 おっ気軽に !!

(瀬田図書館諜)



「図書館」という所は、た くさんの図書があ

って、図書を借りたり 、読んだり 、又勉強 した

りする所というのが当たり前のことなのですが、

公共の図書館よりも龍谷大学の図書館に親 しみ

を感じているのは、大学の中にあるから 、実に

当たり 前 なのでしょうが、 私は龍谷大学の 「図

書館」が好 きなので「図書館」と私の関わり に

ついて書こうと思います。

4年前、入学 したばかりの私が深草図書館の

ドアを聞いたのは、“図書館利用について"のガ

イダンスの時だったと思います。初めて入る大学

の図書館の広さ 、図書の量 の多さに驚いたの

を覚えています。ガイダンスの時に書庫の中に入

れてもらったら 、本棚にもたくさんの図書がある

のになおかっそれ以上の図書が書庫の中にありま

した。又、図書を借りる手続きをしないと外へ

出 られないシステムもすごいな、 と思いました。

実際の図書館を利用して便利 だなと思ったこ

とは、一回生の時に専門科目のレポートに大宮

図書館の本が必要になりました。 それでカウ ン

ターの職員の方にお願いすると、必要な部分を

コピーしてくださいました。又、入学したばか

りの頃、京都、奈良のお寺について調べよ うと

思って図書館に行 くと 、公共の図書館にはあま

折 橋 麻 由 美

りない本がたくさんあ って、お寺について詳 し

く調べられて嬉しかったことがあり ました。深

草図書館は特にたくさんの種類の本があります。

やはり入学し たての頃に、他学部関連の図書 か

ら楽しく読める図書もあ って感動 した私はた く

さん本を読も うと思いました。実際、多 くの本

を読んだとも いえませんが、 図書館に行って本

棚を見るたびに 「あっこんな本も あっ たんだ」

と思 うことがあ って、 言売めばよかっ たと，思 うこ

とも多かったです。

大宮図書館では、専門科目、特にゼミ発表の

ためによ く詰めて資料を探 した り勉強をしまし

た。卒業論文の勉強に取り組んでいます。龍谷

大学の大宮図書館の蔵書は特に全国的に有名で、

龍谷大学が全国に誇れる物の lつだと思います。

私も専門の国文学で貴重な資料の恩恵、を受けて

います。

龍谷大学の図書館にはお世話にな りました。

図書の利用より勉強の場としての利用のほ うが

多かったような気がします。大学の図書館とい

う特性を生か しでより便利なよ り学生に浸透し

た図書館にな って欲しいと思います。

(文学部 4年)

制 約 龍谷大学創立350周年記念

一 龍谷大学図書館蔵

大谷探検隊将来

西 域文化資料展

期間 11月6日(月)"，11月15日(水)

時間 午前10時~午後4時(ただし15日のみ正午まで)

場所 大宮図書館展観室
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どう表現したらいいのかι 不思議な雰囲気が

私の周りを漂っている。黒茶色した古い大きな

木の扉を開けて、中へ入ってしぺ。一瞬、ムッ

とするような木のにおいにむせかえり、蒸し暑

さが増した感じだ。

一一ーカッカッカツ一一一

「今日はパンプスをはいでいたんだっけ。」

かかとに伝わってくる響きが妙に心地いい。

自習室の扉を開けると一斉に皆が注目。

「へへつ」と思わず心の中で照れてしまう 。

自然と背すじが伸びているのに気づく。カバン

を置き、カードボックスへ向かう。

そこには大きな窓があって、図書館の灰色の

建物に固まれた中庭を見下ろせる。中庭といっ

ても何もない地面が見えるだけで、建物の色と

相まってとても殺風景だ。

先程の軽やかな雰囲気から、うって変わって

陰欝な気分にさせられる。

また、他の棟の窓が見える。一体この図書館

には幾つの部屋があるのだろうか、そこには人

がいるのだろうか、見当もつかなしミ。まるで病

棟の中にいるような気分になる。

そして、地下へ降りるとそこは小学校の実験

室のような気配が漂っている。全くこの建物は

進藤典子

不気味だ。

カウンターで煩雑な手続きをすませて書庫に

入った途端、域くささと古い紙のにおいに圧倒

される。ここは一面本の森だ。しかも、整然と

数え切れない程たくさんの本が眠っている。静

かだ。宝物を探す探検家のような気分になる。

試しに一冊手に取つでみる。触れるとボロボロ

とくずれそうな程古い。本をひもとくと、仏教

の世界が顕現してくる。だが、私には完全に理

解できる程の能力は、残念ながらまだ備わって

いないようだ。言完んでいると、 E頁がいたくなっ

てくる。

「君がその本を読むにはまだ早すぎる。」

そんな声が聞こえてきそうだ。

それにもめげず、幾冊かの本を持って書庫を

出る。借りてきた本にもあの建物がかもしだす

雰囲気が染みこんでいる。このことが図書館図

書の難解さを増しているのではないかと疑いた

くなる。

読み切れる自信は全くない。しかし、図書カ

ードの貸し出し欄がまた一つ埋まるごとにかす

かな喜びを感じつつ、図書館を後にした。

(文学部 4年)

深草図書館のハイテク
T ト.

深草図害館唯一?のハイテクは、UTLAS
(University of Toronto Library Automation 
System)と呼ばれるものです。

UTLASとは、カナダのトロ ントにある書誌

データベースをコンピュータ通信によって検索

し、得た情報を加工・蓄積するシステムのこと

です。深草図書館にいながらにしてパソコンの

端末をたたくだけでカナダにあるコ ンピュータ

を操作でき、書誌情報を得ることができる画期

的なものです。
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みなさんは直接UTLASを利用することはで

きませんが、カードボックスの洋書カードでコ

ンピュータ処理さ れたカードをみかけたことは

ないでしょうか。このカー ドはは るばるカナ夕、

からやってきたMADEIN CANADAのカード

です。どうです?図書館もなかなか国際的でし

ょ7。
みなさんも読書の秋に、ハイテクにより整理

された洋書を読んでみてはいかがでしょうか。



口 口 口

歴史的経営情報の収集

企業研究にとって経営情報の収集は、不可欠

かっ基本的な作業のひとつである。経営情報と

いっても歴史的なものから現状分析的なものま

でさまざまだが、ここでは歴史的経営情報の収

集 ・発掘について、そのノウハウを伝授しよう。
" り か

「史料の在所は匂いでわかる」とある先生から

教えられたことがあるが、何も鼻がきかなくと

も史料にアプロ ーチすることは可能だ。私の史

料への接近方法は大まかに言って次の 3つだ。

第 1番目は学内関係機関の徹底利用。歴史的

経営情報の中で最も基本的なのは社史だろう 。

幸いにして龍大図書館は、日本で最大と思われ

る社史コレクション「長尾文庫」を所蔵してい

る。長尾文庫は同文庫にしか所蔵しない独自所

蔵社史が百数十点あるくらいだから、たいてい

の社史は閲覧可能だ。加えて同文庫はクローズ

ドの文庫ではないので、次々と刊行される社史

もみることができる。社史ばかりではない。図

書館は戦前の企業の営業報告書の集大成をマイ

クロフィルムで所蔵している。この他にも研究

サービスセンターなど学内関係機関を利用すれ

ば、かなりの史平斗にアプローチできるはずだ。

第 2の方法は、国会図書館など公的な学外機

関の利用だ。つい最近も大阪証券取引所を利用

して、昭和20年代の有価証券報告書を閲覧した

が、まず正確な史料名さえ解っていれば、こう

した機関は所蔵と利用の可否を電話でも応えて

くれる。私は京都府立総合資料館や神戸大学経

営分析文献センタ ーなども利用するが、まず電

話でレファレンサー(参考係)に聞くことにして

いる。但し注意しなくてはいけないのは、正確

一久一一誠一一田一一藤一

な史料名を把握してから行な うことだ。「何々関

係の史料はありませんか」では話にならなし」

こうした方法で入手できる情報でかなりの事

を知ることができるが、どうしでも 「生」の第

1次史料が必要となれば、企業に直接アプロー

チする方法がある。これが第 3の方法だ。最近

の企業の多くは「社史編纂室」をもったり、「企

業史料館」をも っているので、こ うした所を利

用すると便利だ、。この場合、「目的」と「利用範

囲」を明確にする必要があ る。しミくらディスク

ロージャーの時代といっても、第 1次史料を出

すことには企業も慎重になるからだ。また企業

の広報課に問い合せることも一つの手だが、歴

史的経営情報の場合は総務課や文書課の方が有

効だろ う。

本来、図書館のユニークな利用法なんてない。

オーソド ックスそのものだ。経営情報を得たけ

れば、足繁くかっこまめに情報に接近する努力

を払うことをお勧めする。

(経営学部助教授)
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図書館の仕事紹介シリーズ(1)

レファレンヌ
大学図書館は学習や教育・研究に必要な資料

を収集、整理、保管し、大学の構成員である学

生・教職員の利用に供しています。図書館では

利用者のニーズに対応するために、さまざまの

業務をおこな っています。今回は、皆さんと関わ

りのあるレファレンスについて言見明しましょう 。

みなさんが学業についての相談事や各種証明

書を申し込まれるところは所属学部の事務室で

すが、学習や課外活動のために資料を入手され

るところは情報の核である図書館です。図書館

のカウンターでは、閲覧・貸出業務などの各種

業務の他、図書館資料が有効に使われるための

レファレンス業務を展開しています。

では、レファレンスとはいったいf可でしょう

か。 ここで、レファレンスについて簡潔に説明

しまし ょう。 レファレンスとは日本語では参考

業務と訳し、利用者が学習・研究 ・調査のため

に情報や資料を求めてきた場合に、図書館員が

図書館の資料と機能を活用して情報や資料を提

供するなど、利用者と資料を結び付ける仲介的

な業務を言います。 このサービスでは資料を提

供することを原則としていますので、質問に直

接回答を出すのではなく、依頼事項の参考文献

の紹介や参考文献の所蔵箇所及び利用手段の提

示などをおこないます。但し、美術品などの鑑

定や市場価格の調査、懸賞問題に関する調査、

人生案内や身上相談などには回答できません。

ここで、具体的に皆さんから寄せられた質問を

紹介しましょう 。

-7-

村上美 代 治

*文献調査

日米経済摩擦についての文献を紹介してほ

しい

食文献所在調査

雑誌「反省会雑誌」はどこにありますか

女統計・データ

大学数と大学生数について知りたい

貴図書館の利用案内

目録カードの見方を教えてほしい

事例からレファレンスについて理解して頂け

たでしょうか。図書館では、レファレンスを業

務の中心に据えていますので、わからないこと

があれば遠慮せずにカウンターまでお越し下さ

い。館員一同お待ちしています。

(深草図書館課)

-- :;，果草図書館

li\>\r~~勘働必
~11肖 13 日(月)'" 17断的

①高岳走事園事館費〉ス

@お4.F-も守右偽ヲマゴコース

⑨参加者を募集はず/

詳斜t本 . 

カウンター迄，
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文庫旧蔵本で一冊本(上巻のみ)。本書は室町

時代の写本で、

『つれづ、れ草』は写字台

その末尾に延徳二年 (1490)八

月、平忠、重書写の本奥警があるところから延

延徳本

本学図書館所蔵の

徳本と呼ばれている。「徒然草』の伝本は百種

以上もあって、流布本と異本とに大別される

この龍大本は異本の中の正徹本系統に属カf、

の原作の形する持異な伝本である。『徒然草』

態を考える上で最も重要な伝本としてその価

にうなづくことができるが、「物くるる友」

などとあらわにあげている点に兼好のユーモ

値は大きい。

『徒然草』は周知のとおり 、南北朝期に生

きたト部兼好が『枕草子』 自然と笑えてくる。ラスな一面がうかがえ、の形態になら って

また第七段を見ると 、「世はさだめなきこそ、「心 にうつりゆくよしなしごとを」 筆のままに

人生が無常であるとと言って、いみじけれ」その内容は人書き しるした随筆作品である。

そこころにむしろ深い情趣を見出している。生や恋愛、処世についてだけでなく趣味や信

に兼好の中世的な無常のとらえ方と、 王朝 的仰等多岐にわたっていて、現代の我々が読ん

でも非常に興味深く、参考になる書である。

例 えば、第百十七段には友達について書かれ

この美意識との両面を認めることもできる。

その具体的な例とし て人間の寿命を段では、

取り上げて論じている。人は長く生きて も四ている。友とするのに悪い者として「一つに

それ以上

長生きすると容貌の衰えを恥ずかしく思う心

十に足らないくらいで死ぬべきで、は高くやんごとなき人。二つには若き人。三

つには病なく身強き人。四つには酒を好む人。
たけ い， つわもの そらごと

五つには猛く勇め る兵。六つには虚言する人。 この世にもなくなり、耳Gをかくことも 多く 、

ただやたらに生命をむさぼる心ばか執着し、その中、七つには欲深 き人」をあげている。

りが深くなってものの情趣がわからなくなる二の「若き六や七はそのまま理解できるが、

そのように兼好は、老人にというのである。人」や三の「病なく身強き人」がなぜ友と し

なることを嫌って、老人を罵倒 しているが、よく考えしかし、て悪いのか、少し戸惑う。

兼好自身は六十八歳まで生きたといわれていてみると、確かに若い人はあやまちに落ち入

る。理想、と現実と は一致しないということで

あろうか。この，点もなかなかおもしろい。IJ"{走

然草』は文章もうまく 、読んでいて非常に楽

り易い点で友としては不適 当であ り、無病で

丈夫な人も相手を思いやる心が薄くなる点で

しい作品である。楽しみながら生き方につい

またこの，ê~では「よ

るるノく
、

物+AF
 

つ
「
jて1

U
 

と

し師

」
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品
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友

兼好は嫌ったのである。

て学ぶことができる好著といえよう。

(文学部助教授)
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なる程そのとお りで、十分

三つには智恵ある友」

あげる。三つ共、
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龍谷大学は寛永16年(1639)の学寮創建に始ま

る。創建当初の僧侶養成機聞から「大学令J '新

制大学」を経て、公教育機関へと質的に変化発

展を遂げて今日に至っている。 この龍谷大学350

年の歴史は同時に龍谷大学図書館の歴史でもあ

る。龍谷大学創立350周年を記念して、龍谷大学

図書館の歴史を連載で紹介する。

江戸時代の学寮 ・学林時代に「図書館」は、

果して存在したのだろうか。

学寮 ・学林関係の初期の記録に次のような記

事が認められる。

1649年図書10部が寄贈された。

(11"龍谷講主伝J)

1651年 学費で『倶舎論釈煩疏義妙』を購入

した。(同書末尾墨書)

1652年 図書出納係として「捨頭」を任命し

た。(，学惇大衆位職制法序J)

これらの記事は学寮創建から 10年余を経た頃、

既に寄贈 ・購入を含め図書の収集が行われてい

たこと、「捨頭」という図書出納係によって図書

の閲覧業務が行われていたことを示している。

もうすこし詳しく見てみよう 。学寮、学林の

運営記録ともいうべき「学林万検J (大宮図書

館所蔵)等に図書館関係記事を多く見ることが

出来るが、最も多いのが図書の寄贈・購入記事

である。これらによると、僧侶 ・一般篤志家よ

りの図書の寄贈が多数に及んだこと、同時に講

義に必要な図書が経常経費で購入されたことが

多数記載されている。

天明 3年(1783)、智洞によって「蔵外之続書

江戸時代に
図書館はあったか?

成山雅 康

円満之取組」が行われた。 これは学寮創建以来

収集された図書を再整理することにより、未収

蔵図書を確認、その収集を図り 、林蔵(学林蔵

書)を飛躍的に充実させようとする事業であっ

た。この時、智洞によって作成された初の龍谷

大学図書館蔵書目録たる『龍谷学錠大蔵目録」

には、内典(仏教経典)4577部、外典(それ以外

の書籍)122部、合計4699部の所蔵図書が記録さ

れている。 この目録にもとづき、補充収集がお

こなわれ、天明 3年から 4年にかけての収集冊

数が「数千巻」に及んだとい う。計画的かつ重

点的に収集され、優れた蔵書が構築され、現在

の大宮図書館蔵書として引き継がれてきたので

ある。

図書出納係たる「捨頭」は「蔵司J '知蔵」

とも呼ばれ、学林在籍の極めて長い所化より選

ばれた。文化 4年 (1804)、知蔵(捨頭)の役目が

明示されているが、これによると蔵書の出納は

必ず記帳すること、学林在籍がいかに長い所化

(学生)であっても経蔵(書庫)へは入れてはなら

ないとされている。こうした管理にもかかわら

ず時として欠本が生じたため、文政 3年 (1820)、

知蔵の経蔵への出入りには上役の 「長日事J '看護」

の立会い、閲覧図書の学外への持出し禁止、学

外に居住する所化への貸出禁止等、極めて厳格

な管理体制が実施された。

以上、江戸時代学林の 「図書館」について簡

単に紹介したが、蔵書 ・経蔵(書庫)・目録 ・閲

覧 ・係員 ・学生と図書館を構成する要素が認め

られる。前近代的ながら「図書館」は存在した、

と結論づけたい。(瀬田図書館課)

-9-
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イじ 影

大岡昇平著
(新潮文庫) のふ、かずとし

大岡昇平氏の逝去から随分たつが、それを

知ったときに「安らかな老後を求める気持ち

は、私にはない。働き続け、苦しみ続けて死

ぬつもりである。」とされた氏の凄絶な覚悟

に胸を打たれていたことと同時に、なぜかこ

の短編ノj、説も思い浮べていた。

〈銀座のパ一一一薄幸な女一一自殺〉とくれ

ばそれだけで既におきまりの槌色的なイメー

ジがイ寸きまとうづ守党で、あるように思われるか

も知れない。いやイメージ的には誰もが抱く

であろうアコースティックなものを私もいま

なおf寺っているけれども、それでいて、 f可だ

か非常に健康的な味わいを得ながら読了した

ことを確実に覚えている。それは私がミ死ミ

という決定的な悲劇を、ある美学的な感受性

による晴好から肯定しているからではない。

それはたぶん大岡氏が生涯聞いつづけていた

ミ生、への執着と、それを支える精神の必然

的 ・普遍的な逆説であるミ死ミという悲しむ

べき最後の状況が、大岡氏自身の日常的営為

を基盤として語られたものにちがいないし、

その躍動的な表情が文章にも投影されていた

からかも知れない 。 ( 文 学 研 究 科 )

いいものみつけた
高峰秀子著
(潮出版社) 梅田敦子

私は旅をする時、 どんな本を持っていくか

選ぶ時が、旅の準備の中でもとりわけ楽しく 、

旅に良い本の条件を自分なりに持っている。

その旅の目的にもよるが、私の様に買物や食

事が最大の目的となる旅には、軽い、短編集

やエッセイ的なものが良く 、その舞台や背景

がその旅先の地なら尚楽しいだろう。

これは最適グという本を旅行前に頂いた事

がある。高峰秀子さんの『いいものみつけた』

がそれだ。著者が普段の生活の中でみつけ、

愛しているミいいものミが、簡潔で楽しい文

章に美しい写真を添えて紹介されている。そ

れはブルーノマリの靴や宝石や毛皮から、仏

壇や物干しパサミ迄、実にバラエティーに富

んでいて、それにまつわるお話も又おもしろ

く興味深いものばかりだ。

飛行機の中で、眠る前ベッドで、パラパラ

めくるのに実に丁度良い本だ。旅先の庖を覗

いて、ミ私のいいものみつけたミをつくるの

も、旅を一層楽しくしてくれる。

(文学部 4年)
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